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はじめに 

 

平成２４年度に、Ｈ－ⅡＢロケット３号機による宇宙ステーション補給機３号機（以下

「ＨＴＶ３」という。）の打上げと、ＨＴＶ３の国際宇宙ステーションへの接近・係留・

離脱、及びＨＴＶ３の再突入が予定されている。 

このＨＴＶ３の再突入に係る安全確保について、宇宙開発委員会安全部会は、「ロケッ

トによる人工衛星等の打上げに係る安全評価基準」（平成２２年１１月４日 宇宙開発委

員会安全部会）（以下「安全評価基準」という。）に基づき、平成２４年３月１６日及び

３月２６日に、調査審議を行った。本報告書はそれらの結果を取りまとめたものである。 

なお、Ｈ－ⅡＢロケット３号機によるＨＴＶ３の打上げに係る安全対策については、平

成２４年２月に安全部会において審議した「Ｈ－ⅡＢロケット３号機による宇宙ステーシ

ョン補給機３号機（ＨＴＶ３）の打上げに係る安全対策について」の中で確認され、宇宙

開発委員会により了承されている。また、ＨＴＶ３の接近・係留・離脱に係る安全対策に

ついては、平成２１年６月に安全部会において審議した「宇宙ステーション補給機（ＨＴ

Ｖ）に係る安全対策について（接近・係留・離脱フェーズ）」の範囲内であることが宇宙

開発委員会により確認されている。 
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Ⅰ．飛行安全対策 

 ＨＴＶ３の再突入飛行に対する安全対策、並びに航空機及び船舶の安全を確保するた

め、ＪＡＸＡは、これまでの経験を踏まえて以下に示す飛行安全対策をとるよう計画し

ている。 

 

１．ＨＴＶ３の再突入飛行の安全対策 

 ＨＴＶ３の再突入飛行に関して、ＪＡＸＡは、以下のとおり適切な方策を講じるよ

う計画している。 

 

（１）再突入着水予定区域の設定 

 ＨＴＶ３の着水予定区域は、図－１に示すとおり、南緯45～55度、東経190.5～

278.5度に設定されている。同区域は、陸地及びその周辺海域に影響を与えないよう

設定されており、他国の排他的経済水域外である。 

 

（２）再突入経路の設定 

 ＨＴＶ３が着水すると予想される区域が着水予定区域内に入るように、再突入ウ

ィンドウが設定されている。再突入時の飛行経路は、この再突入ウィンドウを外れ

ないように計画されており、再突入飛行中にＨＴＶ３が制御できなくなった場合で

も、極力人口稠密地域を避け、陸域から離れた公海上に着水する経路として設定さ

れている。 

 

（３）再突入飛行の可否判断の実施 

 再突入飛行に際しては、以下の条件を考慮して実施の可否が判断され、地上から

再突入コマンドが送信されることで再突入が開始される。 

①計画した軌道に沿って飛行を続けており、再突入前の姿勢が確立できている

こと。 

②航法誘導制御系（ＧＮＣ、姿勢制御機器）が、再突入飛行に必要な最低限の

機能を果たしうる状態であること。 

③推進系（推力及び再突入時に使用する機器等）が、再突入飛行に必要な最低

限の機能を果たしうる状態であること。 

 なお、再突入飛行に際しての状態監視及びコマンド発行に必要な通信リンクにつ

いては、追跡・データ中継衛星（ＴＤＲＳ）１局による可視区間が設定できること

が確認されている。 
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２．航空機及び船舶に対する事前通報 

 ＨＴＶ３の再突入飛行に際して、航空機及び船舶の航行の安全を確保するため、Ｊ

ＡＸＡは、以下のとおり、適切な時期に必要な情報を通報するよう計画している。 

①航空機の安全について、着水予想区域のノータム通知及び調整は、ニュージーラ

ンド及びチリの関係機関に行うよう予定されている。 

②船舶の安全について、日本航行警報及び水路通報に必要な情報を海上保安庁に通

知するよう予定されている。また、ニュージーランド及びチリの関係機関にＮＡ

ＶＡＲＥＡ航行警報に必要な情報通知を行うよう予定されている。 

 

３．軌道上デブリの発生の抑制 

 ＨＴＶ３には衛星の展開部品に相当する部品はなく、再突入飛行に際して破片等を

放出しない設計となっている。 

 

 

Ⅱ．安全管理体制 

 安全対策を確実に遂行するため、ＪＡＸＡは、以下のとおり適切な体制を整備するよ

う計画している。 

 

１．安全組織及び業務  

 ＨＴＶ３の再突入においては、図－２に示すとおり、安全確保に責任を有する組織

が設置されている。また、安全上のあらゆる問題について責任者まで報告される仕組

みとなっている。 

 

２．安全教育・訓練の実施 

 ＨＴＶ３の運用管制については、国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）からの離脱運用

も含めて各種故障を模擬した運用シミュレーション訓練が実施されている。運用シミ

ュレーションにはＪＡＸＡの運用管制班の他、必要に応じて米国航空宇宙局（ＮＡＳ

Ａ）の運用チームも参加し、運用時の情報伝達、指揮系統の確認の他、異常時の対応

も含めた総合的な訓練が実施されている。 

 安全確保に係る事項についてはフライトルール等により明文化し周知徹底される。 

 

３．緊急事態への対応 

 ＨＴＶ３の再突入においては、図－３に示す事故対策本部を設置するよう計画され

ている。 
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Ⅲ．ＪＡＸＡの安全対策等に対する所見 

 以上のとおり、平成２４年度に計画されているＨＴＶ３の再突入において、ＪＡＸＡ

が実施しようとしている飛行安全対策並びに安全管理体制は、「安全評価基準」に規定

する要件を満たし、所要の対策が講じられており、妥当である。 
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図のリスト 

 

 

 

図－１ ＨＴＶ３の着水予定区域 

図－２ ＨＴＶ３運用管制体制 

図－３ ＨＴＶ３の安全に関わる重大な事故発生時の事故対策本部の組織 
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図－１ ＨＴＶ３の着水予定区域 

実際の再突入軌道の例

再突入ウィンドウ

着水予定区域

実線の軌道で再突入した
場合の着水予想区域 
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図－２（１／２） ＨＴＶ３運用管制体制
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図－２（２／２） ＨＴＶ３運用管制体制 

 



 

図－３ ＨＴＶ３の安全に関わる重大な事故発生時の事故対策本部の組織 
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（参考） 

 

 

宇宙ステーション補給機「こうのとり」３号機（ＨＴＶ３）の再突入に係る 

安全の確保に関する調査審議について 

 

 

平成２４年３月１４日 

宇 宙 開 発 委 員 会 

 

１．調査審議の趣旨 

再突入機の再突入に係る安全評価については、「ロケットによる人工衛星等の打上げ

に係る安全評価基準（平成２２年１１月４日 宇宙開発委員会）」（以下「安全評価基

準」という。）に基づき調査審議を行っているところである。 

平成２４年度には、宇宙ステーション補給機「こうのとり」３号機（ＨＴＶ３)の再突

入が予定されており、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）による安全審査

が完了したことから、安全部会において次のとおり調査審議を行うこととする。 

 

２．調査審議を行う事項 

宇宙ステーション補給機「こうのとり」３号機（ＨＴＶ３）の再突入に係る安全対策

の妥当性に関して、安全評価基準に規定された以下の項目について、調査審議を行う。 

① 飛行安全対策 

② 安全管理体制 

 

３．日程 

調査審議の結果は、平成２４年３月中を目途に宇宙開発委員会に報告するものとする。 

 

４．安全部会の構成員 

本調査審議に係る安全部会の構成員は、別紙のとおり。 
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（別紙）
宇宙開発委員会安全部会構成員 

 

（委員） 

 部 会 長 河内山 治郎   宇宙開発委員会委員 

部会長代理 井上    一    宇宙開発委員会委員 

      青木  節子   宇宙開発委員会委員（非常勤） 

 

（特別委員） 

飯田 光明  独立行政法人産業技術総合研究所爆発安全研究コア代表 

工藤  勲  北海道大学名誉教授 

熊谷  博  独立行政法人情報通信研究機構理事 

栗林 忠男  慶應義塾大学名誉教授 

河野 通方  独立行政法人大学評価・学位授与機構教授 

佐藤 吉信  国立大学法人東京海洋大学海洋工学部教授 

下平 勝幸  前日本大学理工学部非常勤講師 

首藤 由紀   株式会社社会安全研究所代表取締役所長 

竹ヶ原春貴 公立大学法人首都大学東京大学院システムデザイン研究科教授 

中島  俊  帝京大学理工学部航空宇宙工学科教授 

中村  順  警察庁科学警察研究所法科学第二部長 

花田 俊也  国立大学法人九州大学大学院工学研究院教授 

馬嶋 秀行  国立大学法人鹿児島大学大学院医歯学総合研究科教授 

松尾亜紀子 慶應義塾大学理工学部教授 

宮沢 与和  国立大学法人九州大学大学院工学研究院教授 

宮本  晃  日本大学大学院総合社会情報研究科教授 
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（参考）

●宇宙開発委員会の運営等について   （平成十三年一月十日宇宙開発委員会決定） 

文部科学省設置法及び宇宙開発委員会令に定めるもののほか、宇宙開発委員会（以下「委員会」とい

う。）の議事の手続きその他委員会の運営に関して、以下のとおり定める。 

 

第一章 本委員会 

（開催） 

第一条 本委員会は、毎週１回開催することを例とするほか、必要に応じて臨時に開催できるものと

する。  

 

（主宰） 

第二条 委員長は、本委員会を主宰する。  

 

（会議回数等） 

第三条 本委員会の会議回数は、暦年をもって整理するものとする。  

 

（議案及び資料） 

第四条 委員長は、あらかじめ議案を整理し必要な資料を添えて本委員会に附議しなければならない。 

２ 委員は、自ら必要と認める事案を議案として本委員会に附議することを求めることができる。  

 

（関係行政機関の職員等の出席） 

第五条 委員会の幹事及び議案に必要な関係行政機関の職員は、本委員会の求めに応じて、本委員会

に出席し、その意見を述べることができる。 

２ 本委員会は、必要があると認めるときは、前項に規定する者以外の者の出席を求め、その意見を

聞くことができる。  

 

（議事要旨の作成及び配布） 

第六条 本委員会の議事要旨は、本委員会の議事経過の要点を摘録して作成し、本委員会において配

布し、その確認を求めるものとする。  

 

第二章 部会 

（開催） 

第七条 部会は、必要に応じて随時開催できる。 

２ 部会は、部会長が招集する。  

 

（主宰） 

第八条 部会長は、部会を主宰する。  

 

（調査審議事項） 

第九条 部会において調査審議すべき事項は、委員会が定める。  

 

（関係行政機関の職員等の出席） 

第十条 委員会の幹事及び議案の審議に必要な関係行政機関の職員は、部会の求めに応じて、部会に

出席し、その意見を述べることができる。 

２ 部会は、必要があると認めるときは、前項に規定する者以外の出席を求め、その意見を聞くこと

ができる。  

 

（報告又は意見の開陳） 

第十一条 部会において調査審議が終了したときは、部会長は、その結果に基づき、委員会に報告し、

又は意見を述べるものとする。  
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（雑則） 

第十二条 本章に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会長が定める。  

 

第三章 会議の公開等 

（会議の公開） 

第十三条 本委員会及び部会の議事、会議資料及び議事録は、公開する。ただし、特段の事情がある

場合においては、事前に理由を公表した上で非公開とすることができる。  

 

（意見の公募） 

第十四条 本委員会又は部会における調査審議のうち特に重要な事項に関するものについては、その

報告書案等を公表し、国民から意見の公募を行うものとする。  

２ 前項の公募に対して応募された意見については、本委員会又は部会において公開し、審議に反映

する。  

 

（雑則） 

第十五条 本章に定めるもののほか、公開等に関し詳細な事項は、委員長が委員会に諮って定める。  

 

第四章 その他 

（雑則） 

第十六条 前条までに定めるもののほか、議事の手続きその他委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が委員会に諮って定める。  

 

 

 


